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研究成果の概要： 
昨年度は CPTOP を改良した CPTOP2 を開発すると共に、被験者実験を実施してその評価性

能を明らかにした。平成 20年度は実際にオフィスに CPTOP2を導入して環境を評価する事を

目指し、改良の効果を評価する為、40名の被験者に改良前後のタスクテストを与えて、その結

果のばらつきを調べた。その結果、改良後は評価時間が短縮化されているにも関わらず、結果

のばらつきが抑えられている事がわかった。今後は、改良した CPTOP2 を実オフィスに導入

して知的生産性を評価したい。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007年度 3,400,000  1,020,000  4,420,000  

2008年度 3,800,000  1,140,000  4,940,000  

年度    

年度    

  年度    

総 計 7,200,000  2,160,000     9,360,000  

 
 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：建築学・建築環境・設備 
キーワード：１．知的生産性 ２．パフォーマンステスト ３．認知能力 ４オフィス環境 
 
１．研究開始当初の背景 
 欧米では 1984年にBrillによってオフィス
環境と生産性に関する研究報告がなされて
いるのをはじめとし、オフィス環境の改善に
より執務者の生産性を向上させようとする
試みが盛んに行われており、近年、我が国で
も注目を集めている。しかし、オフィス執務
者の作業効率を定量的に評価する手法は確
立されておらず、オフィス環境改善の効果を
評価するためには、環境改善による執務者の
生産性の向上を定量的に評価する必要があ
る。そこで、これまで研究代表者らはオフィ

ス作業の生産性の定量的かつ客観的な評価
手法の確立を目指し、オフィス作業を反映す
る パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト と し て
CPTOP(Cognitive Performance Test for 
Office Productivity)を開発してきた。しかし、
CPTOP を用いた予備的な実験を実施したと
ころ、(1)タスクテストに習熟効果があること、
(2)各問題の難易度に差があること、の２つの
問題があることが示唆された。 
 一方、オフィス執務者の生産性に影響を与
える環境要因としては、換気量、室温、騒音
等の直接的な要因が挙げられているが、本研
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究提案では照明に着目する。直接的には照明
は作業に必要な明るさが確保できていれば
生産性に大きな影響を与えることは考えに
くいが、人の生活は古来より日の光と共にあ
り、日光は本来人のパフォーマンスに密接に
関わる存在と考えられる。研究代表者らは高
照度の照明によるサーカディアンリズムの
調整が執務者の生産性をどの程度向上させ
るかについて前述の CPTOPを用いた予備的
な実験を行ってきており、予備実験では、被
験者数が少なく実験期間が短いものの、9～
18%の生産性向上が見込めることが示唆され
た。 
 
２．研究の目的 
(1)オフィス環境改善による効果を定量的か
つ客観的に評価する手法の確立 
 研究代表者らが開発している CPTOP は、
予備実験により、テスト試行を重ねるごとに
成績が向上する学習効果が見られること、お
よび、各問題に難易度の差が見られることが
わかっている。そこで、これらの学習効果や
問題の難易度の差を補正する手法を開発す
ることで CPTOPを完成させ、オフィス環境
を定量的に評価する手法を確立する。 
(2)高照度サーカディアン照明によるオフィ
ス作業生産性向上の定量的評価 
 (1)で開発した CPTOP を用いて、通常の
700lx の照明とサーカディアンリズムを調整
する効果のある高照度の照明環境下でのオ
フィス作業の効率を被験者実験により比較
することで、高照度照明の効果を定量的に評
価する。 
 
３．研究の方法 
(1)オフィス環境改善による効果を定量的か
つ客観的に評価する手法の確立 
 これまでの CPTOPでは、予備実験により、
(i)タスクに習熟すること、(ii)各問題の難易度
に差があること、(iii)テスト実施に時間がか
かること、の３点が問題として挙げられた。
そこで、これまで開発してきた CPTOPを全
面的に見直し、11種類あったタスクテストを
再構成した CPTOP2を開発する。 
(2)高照度サーカディアン照明によるオフィ
ス作業生産性向上の定量的評価 
 (1)で開発する CPTOP2 を用いて、高照度
サーカディアン照明の知的生産性向上効果
を評価するため照明環境を変化させて、その
際の CPTOP2 およびベンチマークテストで
ある伝票分類作業のパフォーマンス計測す
る。これにより、CPTOP2 の計測精度を評価
するとともに、高照度サーカディアン照明の
知的生産性向上効果を評価する。 
 
４．研究成果 

(1)オフィス環境改善による効果を定量的か

つ客観的に評価する手法の確立 

 これまでの CPTOP の 11 種類のタスクテ
ストを(a)語句並び替え、(b)ブロック組立、(c)
数列穴埋め、(d)状態遷移記憶の４つの Web
ベ ー ス の タ ス ク テ ス ト で 再 構 成 し た
CPTOP2を開発した。各タスクテストの画面
例を図 1～4に示す。 
 

 

図１.語句並べ替えタスクの画面例 

 

 

図２.ブロック組立タスクの画面例 

 

 

図３.数列穴埋めタスクの画面例 



 

 

 

 

図４.記憶タスクの画面例 

 

(2)高照度サーカディアン照明によるオフィ
ス作業生産性向上の定量的評価 
 高照度サーカディアン照明による知的生
産性向上効果を定量的に評価するため、8人
の被験者の協力を得て実験を行った。実験で
は、照明環境を変化させて、その際の CPTOP2
およびベンチマークテストである伝票分類
作業のパフォーマンスを 10 日間に渡って計
測した。実験に用いた高照度サーカディアン
照明の照度制御シーケンスを図 5に示す。ま
た、実験のシーケンス概要を図 6～8に示す。 
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図 5. 高照度サーカディアン照明の照度制御

シーケンス 
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図 6.実験のスケジュール 
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図７.１日のスケジュール 

 

CPTOP2 語句並べ替え 7分

伝票分類作業 10分

CPTOP2 ブロック組立 10分

CPTOP2 数列穴埋め 7分

CPTOP2 記憶 10分

 

図８.タスクセットのシーケンス 

 
実験の結果、高照度照明の知的生産性向上

効果を確認するとともに、(a)語句並び替え、
(b)状態遷移記憶、(c)ブロック組み立てにつ
いて、その平均値がベンチマークテスト(伝
票分類タスク)とほぼ同等のパフォーマンス
の向上率(2.9%)が得られた。ただし、(d)数
列穴埋めについては解答形式を４択式にし
たため解答戦略が刻々と変化し、精度良く知
的生産性を評価することができなかった。実
験の結果を図 9～13 に示す。 
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図９.語句並べ替えタスクの結果 
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図１０.ブロック組立タスクの結果 

 

数列穴埋め

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

数列穴埋め

標準Ⅰ サーカディアン 標準Ⅱ

4.0%
数列穴埋め

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

数列穴埋め

標準Ⅰ サーカディアン 標準Ⅱ

4.0%

 

図１１.数列穴埋めタスクの結果 
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図１２.状態遷移記憶タスクの結果 
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図１３.伝票分類タスク(ベンチマークタスク)

の結果 
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